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農
用
地
利
用
増
進
事
業
は
じ
ま
る

本
町
で
は
、
圃
場
整
備
も
着
々
進
み

や
が
て
は
、
作
業
効
率
の
良
い
農
地
が

出
来
上
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
契
機
と
し

こ
れ
ら
農
地
を
高
度
に
利
川
し
て
農
業

経
営
の
自
立
化
を
目
指
そ
う
と
す
る
農

家
も
出
現
し
て
来
て
い
ま
す
。

他
方
、
十
地
の
所
有
‘石
の
中
に
は
現
行

の
農
地
法
は
、
耕
作
者
側
に
強
く
保
護

し
て
い
る
等
の
理
由
で
仲
々
利
Ⅲ
や
、

移
動
が
さ
れ
ず
、
特
に
最
近
は
、
老
令

化
や
、
兼
業
化
の
進
み
に
伴
っ
て
、
耕

作
放
棄
や
、
荒
し
作
り
が
目
立
っ
て
増

え
、
又
、
相
い
対
い
の
一
時
利
用
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
農
地
を
「
借
り
た

い
農
家
」
、
「
貸
し
て
も
よ
い
農
家
」

が
、
農
地
法
に
抵
触
し
な
い
で
賃
貸
借

契
約
が
き
ち
ん
と
出
来
、
安
心
し
て
「

貸
し
。
借
り
」
が
出
来
る
様
こ
の
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

次
に
事
業
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
述

べ
ま
す
と
。

①
町
が
「
農
用
地
利
用
増
進
規
程
」
を

定
め
て
貸
し
ｆ
と
借
り
１
の
間
に
入

り
、
よ
く
話
し
合
い
、
契
約
隶‥
を
作

成
し
ま
す
。

②
契
約
期
間
は
一
年
か
ら
に
。年
程
度
と

し
ま
す
。

③
賃
借
料
は
、
農
業
委
員
会
の
定
め
た

標
準
小
作
料
を
参
考
と
し
て
定
め
ま

す
が
、
貸
し
手
．
借
り
手
の
合
意
で

決
め
ま
す
。
（
圃
場
整
備
川
は
鳥
く

な
る
予
想
）

④
契
約
は
町
が
行
い
、
更
新
も
行
い
ま

す
。
（
こ
れ
を
利
川
権
の
設
定
と
云

う
。
）

⑤
重
要
な
農
地
法
の
特
例
を
受
け
ま
す
。

貧血 検査 を受 けまし ょ う
( 三 隅町婦人会栄養改善推進部)

行
う
予
定
で
す
。

⑦
貫
借
料
を
一
括
前
払
す
る
場
合
は
貸

付
金
制
度
も
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る

利
子
補
助
を
行
う
予
定
で
す
。

本
年
度
か
ら
当
面
上
地
区
で
モ
デ
ル

的
に
実
施
を
試
み
、
来
年
は
、
圃
場
整

備
が
進
む
中
地
区
で
、
す
す
め
る
予
定

で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
活
用
を
お
願
い

し
、
農
用
地
の
利
川
促
進
、
高
度
利
用

を
通
じ
て
地
域
農
業
の
発
展
に
寄
与
す

る
事
業
に
な
り
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

（
町
農
業
構
造
改
善
室
）

貧
血
と
い
う
こ
と
ば
は
安
易
に
使
わ

れ
あ
ま
り
注
意
を
ひ
き
ま
せ
ん
が
、
貧

血
は
疾
病
を
起
す
源
で
あ
る
と
同
時
に
、

病
弱
者
に
と
っ
て
は
治
ゆ
を
望
め
な
く

な
る
ほ
ど
恐
ろ
し
い
も
の
な
の
で
す
。

そ
こ
で
、
三
隅
町
婦
人
会

栄
養
改
善
推
進
部
で
は
、
全

町
の
会
員
を
対
象
に
貧
血
検

査
を
実
施
し
ま
す
。
検
査
を

受
け
る
人
は
、
平
素
、
家
庭

の
台
所
を
あ
ず
か
る
人
で
、

栄
養
改
善
推
進
部
が
行
う
栄

養
調
査
に
協
力
し
て
い
た
だ

く
人
の
他
に
、
栄
養
改
善
推

進
員
設
置
支
部
の
希
望
者
と

な
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に
、

上
中
小
野
以
東
の
支
部
で
検

査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
。

”や
や
貧
血
者
”
が
少
し
お

ら
れ
る
よ
う
で
す
。
検
査
結

果
は
推
進
員
を
通
し
て
個
人
に
返
し
ま

す
が
、
そ
の
際
、
推
進
員
な
ど
が
行
う

復
伝
講
習
（
学
習
）
会
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
受
検
料
は
一
人
三
百
八
十
円

で
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

( 貧血 検査 実施 予定表)

予定月日 対 象 部 落 会　 場 時　　 悶

5.  12 市 ・ 生 島 市 公 会 堂 9: 30 ～10: 15

津　　　 雲 宝　 国　 寺 10: 30～11: 30

6.  27 大 竹･ 正 楽 寺 大 竹 公 会 堂 9: 30 ～10: 20

中　　　 村 中 村 公 会 堂 10: 30～11: 30

７． ７ 久　　　 原 久 原 公 会 堂 9: 30 ～10: 00

向　　　 山 森 永 ミ サ 子 宅 10: 15～10: 45

7.  11 豊　　　 原 豊 原 公 会 堂 9: 30 ～10: 30

二　 条　 窪 二 条 窪 公 会 堂 11: 00～11: 30

８．２ 野　 波　 瀬 漁 協 会 館 9 : 30～10: 30

８． ３ 下 東 方･ 小 島 小 島 公 会 堂 9: 30 ～10: 30

８．４ 浅　　　 田 浅 田 公 会 堂 9: 30 ～10: 30

８． ５ 沢 江 ・ 上 げ 沢 江 公 会 堂 9 : 30～10: 30

税
相
続
と
税
金

○
　
相
続
税
と
い
っ
て
も
、
あ
ま
り
な

じ
み
の
な
い
税
金
で
す
か
ら
、
お
分
か

り
に
な
ら
な
い
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
相
続
税
は
ど
の
く
ら
い
の

財
産
か
ら
か
か
る
の
か
な
ど
、
そ
の
あ

ら
ま
し
を
説
明
し
ま
し
よ
う
。

（
基
礎
控
除
額
〉

相
続
税
は
、
相
続
や
遺
贈
に
よ
っ
て

も
ら
っ
た
正
味
の
遺
産
総
額
が
、
基
礎

控
除
額
を
超
え
て
い
る
場
合
に
、
そ
の

超
え
た
額
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り

正
味
の
遺
産
総
額
が
、
基
礎
控
除
額
以

下
で
あ
れ
ば
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

基
礎
控
除
額
は
、
二
千
万
円
と
法
定

相
続
人
の
数
に
四
百
万
円
を
か
け
た
金

額
と
の（
口
計
額
で
す
。

《
正
味
の
遺
産
総
額
〉

正
味
の
遺
産
総
額
は
、
各
相
続
人
が

引
継
を
受
け
た
財
産
の
価
額
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
各
人
が
負
担
し
た
債
務
や
葬
式

費
用
を
差
引
い
た
額
を
い
い
ま
す
。

（
税
額
控
除
）

正
味
の
遺
産
総
額
か
ら
基
礎
控
除
額

を
差
引
い
た
課
税
遺
産
額
に
よ
っ
て
相

続
税
は
計
算
さ
れ
ま
す
が
、
相
続
人
が

死
亡
し
た
人
の
配
偶
者
で
あ
る
と
き
や

未
成
年
者
、
心
身
障
害
者
の
場
合
は
さ

ら
に
税
額
か
ら
控
除
さ
れ
る
金
額
が
あ

り
ま
す
の
で
、
税
務
署
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

相
続
税
の
申
告
と
納
税
は
、
被
相
続

人
が
死
亡
し
た
日
か
ら
６
ヶ
月
以
内
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（
長
門
税
務
署
）

ｊ

困
利
用
権
の
設
定
に
は
、
農
地
法
一
二

条
の
許
可
は
不
要
と
な
る
。

㈲
農
地
法
上
の
小
作
地
所
有
制
限
（

七
〇
ア
ー
ル
）
は
適
川
さ
れ
ず
無

制
限
と
な
る
。

㈲
貸
し
方
が
返
か
ん
し
て
も
ら
う
時

は
、
契
約
期
間
が
満
了
す
れ
ば
自

動
的
に
解
約
出
来
、
離
作
料
は
Ｉ

叨
不
要
と
な
る
。

⑥
賃
借
料
の
支
払
は
農
協
振
込
口
座
で
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